
 

 

                                                                                       検査 No.2021-15 

                                                                                    ２０ ２ １年  ４月 

 

新規受託項目のお知らせ 
 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申しあげます。 

平素は格別のお引き立てを賜り、厚く御礼申しあげます。 

さて、弊社では皆様のご要望にお応えし、また医療の進歩に寄与するべく絶えず検査領域の拡大に努め

ておりますが、このたび、下記項目の検査受託を開始することになりました。 

取り急ぎご案内させていただきますので、ご利用のほど宜しくお願い申しあげます。 

敬具 

記 

 

 新 規 受 託 項 目  

 

 

● 胃がんリスク層別化検査（ＡＢＣ分類）〔ＬＡ法〕        項目コード：１４９６ 

● 胃がんリスク層別化検査（ＡＢＣ分類）（除菌歴あり）〔ＬＡ法〕  項目コード：１４８２ 

 

 

 受  託  開  始  日  

 

 

２０２１年 ４月１日（水）受付分より新規受託開始 

 

 

 

 

※ 詳細につきましては、次ページ以降の内容をご参照願います。     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【受託要項】 

 

 

（表１）胃がんリスク層別化検査（ＡＢＣ分類）〔ＬＡ法〕の基準 
 

 Ｈ.ピロリ抗体検査〔４９２１〕 

10.0 U/mL未満 10.0 U/mL以上 

（－） （＋） 

ペプシノゲン検査 

〔４６７５〕 

（－） Ａ群 Ｂ群 

（＋） Ｄ群 Ｃ群 

 

 

【備考】 

◇胃がんリスク層別化（ＡＢＣ分類）〔ＬＡ法〕について 

既存の胃がんリスク層別化検査（ＡＢＣ分類）で検査しているヘリコバクター・ピロリ抗体（ヘリコバクター・ピロリＩｇ

Ｇ抗体／国内株）につきましては、現感染や既感染が混在する陰性高値が問題とされておりました。本検査は、そ

の従来からの問題点を無視できるとして認定ＮＰＯ法人日本胃がん予知・診断・治療研究機構で推奨されている

試薬を使用する、より精度の高い検査です。 

（使用試薬：Ｈ.ピロリ-ラテックス「生研」） 

 

▼検査方法参考文献 

・乾 正幸, 他：日本ヘリコバクター学会誌 19(1）：33～42,2017 

 

 

項目 
コード 

検査項目 
JLAC10 

検体 
必要量 
（ｍL） 

容器      
保存方法 

検査方法 基準値 
所要 
日数 

備考 

1496 

胃がんリスク層別化検査 
（ＡＢＣ分類） 
〔ＬＡ法〕 
3B347-0000-023-920 

血清 
０．７ 

Ａ1-1 
冷蔵 

ペプシノゲンⅠ・Ⅱ

（PGⅠ・Ⅱ）ラテック

ス凝集比濁法 

 

ヘリコバクター・ピロ

リ抗体／国内株：ラ

テックス凝集比濁法 

（陽性判定基準） 

・ペプシノゲン：Ｐ

ＧⅠ値が７０．０

ng/mL以下且つ

ＰＧⅠ /Ⅱ比が

３．０以下 

・Ｈ.ピロリ抗体： 

１０．０U/mL以上 

 

表１参照 

3～5日 

〔ピロリ菌の除

菌治療前〕 

ペプシノゲン・

Ｈ.ピロリ抗体

の検査結果と

ＡＢＣ分類（Ａ

～Ｄ群）をご報

告致します。 

1482 

胃がんリスク層別化検査 
（ＡＢＣ分類）（除菌歴あり） 
〔ＬＡ法〕 
3B347-0000-023-920 

〔ピロリ菌の除

菌治療後〕 

除菌治療を受

けた方は、除

菌判定結果に

関わらず、Ｅ

群（除菌群）と

してご報告い

たします。 


